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自他を問わず人間を愛し、慈しむ心を礎に、病める人、障碍を持つ人、悩める人に常に自

分の家族に接するように優しく接し、最良の医療・福祉サービスを提供し、地域の人々の

要求及び個別的要求にも応え、地域で人々が快適に生活できるような支援を行う。 

豊科病院の理念 

豊科病院 開院１００周年 記念号② 

当
院
は
平
成
31
年
１
月
に
、お
か
げ
さ
ま

で
開
院
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

当
法
人
自
体
は
、明
治
19
年
11
月
、関 

査
三
郎
医
師
が
、東
筑
摩
郡
神
林
村
に
「
養

精
堂
関
療
院
」
を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
の
で
、
132
年
の
歴
史
と
な
り
ま
す
が
、当
院
は
大
正
８
年
１
月
に
、

関 

忠
英
医
師
が
こ
こ
豊
科
の
地
に
、そ
の
養
精
堂
関
療
院
の
分
院
と

し
て
開
院
し
た
た
め
、百
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
開
院
当

時
は
、内
科
・外
科
等
を
標
榜
し
、虫
垂
炎
な
ど
は
入
院
で
加
療
し
、そ

の
後
、結
核
の
治
療
も
行
っ
て
い
た
医
療
機
関
で
す
。 

昭
和
31
年
に
は
精
神
科
・神
経
科
を
開
設
し
、本
院
の
城
西
病
院
と

と
も
に
、松
本
平
・安
曇
野
に
お
け
る
精
神
科
医
療
福
祉
お
よ
び
高
齢

者
医
療
福
祉
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、自
立
訓
練

事
業
所
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、ま
た
は
介
護
老
人
保
健
施
設
や
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
運
営
に
結
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、こ
れ
ら
ハ
ー

ド
面
だ
け
で
な
く
、我
々
職
員
は
、患
者
さ
ん
自
身
の
力
で
病
気
を
治

し
て
い
く
こ
と
を
邪
魔
す
る
こ
と
な
く
、患
者
さ
ん
の
安
全
保
障
感
が

高
ま
る
よ
う
な
手
助
け
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

百
年
の
間
、診
療
業
務
を
続
け
て
来
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、先
人
の

努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、患
者
の
皆
様
、地
域
の
皆
様
、行
政
機
関
、

医
師
会
お
よ
び
医
療
機
関
、障
碍
福
祉
関
連
事
業
所
、介
護
福
祉
関
連
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満
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  城西医療財団の沿革  

～ 豊科病院および豊科エリアのみ抜粋 ～ 

事
業
所
な
ど
、多
く
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
で

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

向
後
も
、皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
地
元

密
着
且
つ
地
域
に
根
差
し
た
医
療
機
関
を
目
指
し
、職

員
一
同
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

年号 年   月 事      由 備  考 

明治 19年11月 神林村に「養精堂関療院」開設 後の城西病院 

大正 8年 1月 豊科町に「関療院分院」開設  

 9年 5月 関療院分院を「豊科療院」と改称  

昭和 28年4月 豊科療院を城西病院に合併  
  31年 5月 豊科療院を｢豊科病院｣と改称。精神科・神経科開設  

  40年6月 作業治療農園購入   
  60年12月 豊科病院竣工式。内科病棟18床新設 全病床数198床 

  62年10月 共同の住居「北寮」開設 H2.10廃止 

  62年10月 精神科作業療法施設認可   
  62年12月 共同の住居「東寮」開設 後の第２飛鳥荘 

平成 元年 4月 共同の住居「南寮」開設 後の第1飛鳥荘 

  3年 4月 老人保健施設 安曇野メディア開設   
  4年10月 精神障害者グループホーム 

第1飛鳥荘・第２飛鳥荘 認可(翌11月開設) 
  

  5年10月 共同の住居「安曇荘」開設 H11.3廃止 

  6年12月 精神障害者生活訓練施設(援護寮)｢アルプスドミト

リー｣新築開設 

後のアルプスホーム 

  7年 １月  精神科デイケア 認可   
  8年 1月 豊科病院 家族会「心の友の会」発足   
  9年 4月 安曇野北訪問看護ステーション開設   
  11年7月 居宅介護支援事業所「とよしな」 認可   
  13年6月 安曇野北訪問介護ステーション開設   
  14年3月 精神科病床を180床→140床へ変更 全病床数158床 

 １４年７月 ３階病棟を精神療養型病棟へ変更   
  24年4月 自立訓練(生活訓練)事業所「アルプスホーム」開設   
  25年5月 宿泊型自立訓練事業所「アルプスホーム」新築開設   

 26年3月 内科病床18床を廃止 全病床数140床 
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作
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山
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鶴
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１ 

蒼
空
に
そ
び
ゆ
る
槍
穂
高  

流
れ
は
清
き
梓
川 

 
  

希
望
は
高
く
永
遠
に 

仁
愛
の
旗
ひ
る
が
え
し 

 
  

医
療
の
道
に
励
み
ゆ
く 

豊
科
病
院
栄
あ
れ 

 

２ 

炎
熱
そ
そ
ぐ
プ
ラ
タ
ナ
ス 

嵐
は
荒
ぶ
冬
の
夜 

 
  

憂
い
は
尽
き
ず
定
め
な
き 

病
臥
の
人
の
苦
し
み
に 

 
  

国
手
の
腕
の
さ
ゆ
る
な
り 

豊
科
病
院
栄
あ
れ 

 

３ 

爛
漫
春
の
東
山 

紅
葉
映
ゆ
る
秋
の
色 

 
  

霞
は
晴
れ
て
朝
日
さ
し 

癒
え
た
る
人
の
喜
び
に 

 
  

白
衣
の
瞳
涙
あ
り 

豊
科
病
院
栄
あ
れ 

 

４ 

歴
史
を
誇
る
信
濃
路
の  

文
化
は
香
る
安
曇
野
に 

 
  

古
松
の
み
ど
り
新
し
く 

科
学
の
粋
を
集
め
た
る 

 
    

城
西
医
学
き
ず
か
な
ん 

豊
科
病
院
栄
あ
れ 

 

こ
の
院
歌
は
、院
内
で
行
わ
れ
る
各
式
典
の
冒
頭
で

歌
わ
れ
る
も
の
で
す
。 



  城西医療財団 事業所マップ 2018.12.31現在 

 
                       

 安曇野 豊科 

安曇野 三郷 

安曇野インター 

JR
豊
科
駅 

自立訓練(生活訓練)・

宿泊型自立訓練事業所

アルプスホーム 

・豊科病院 

・デイケア 

長
野
自
動
車
道 

カインズホーム 

西友 

八十二銀行 

R147 

安曇野市役所 

イオン豊科店 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 

第一飛鳥荘 

・老人保健施設安曇野メディア 

・居宅介護支援事業所とよしな 

安曇野北訪問 

看護ステーション 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 

第二飛鳥荘 

安曇野赤十字病院 

豊科北中学校 



※ご不明な点等は、受付へご確認下さい。 

お問い合わせ先 電話 0263-72-8400 

※表題「雪がた」について  春から夏にかけて北アルプスでは様々な雪形が見られ、当院からは常念岳の常念坊や、蝶ヶ岳の蝶など

の雪形を正面に望むことが出来ます。雪形が季節の変化に合わせて融けるように、患者様の病も融ける・・・表題にはそんな願いが込

められています。 

 ～・ 編集後記 ・～ 

 前号の５７号に引き続き、開院100周年記念号②をお届けしました。 

 100年前の大正8年とは…。その前年に終結した第一次世界大戦に関連してベルサイユ条約が締

結。震災の代名詞でもある「関東大震災」は4年後の大正14年になります。時の流れを感じます。みな

さんも身近な「大正8年生まれ(の出来事)」を探してみてください。  

 

 月 火 水 木 金 土 

 中澤 知遠
なかざわ ちとお

 
医師 

西里 吉昭
にしざと よしあき

 
医師 

五味渕 満徳
ごみぶち みつのり

 
医師 

 

岡崎 隆司
おかざき たかし

 
医師 

※診察時間 

９:30～ 

中澤 知遠
なかざわ ちとお

 
医師 

五味渕 満徳
ごみぶち みつのり

 
医師 

◎ 受付時間    午前 8:00～午前 12:00 
◎ 診療時間    午前 9:00～終了まで 
 

※ 午後は全科休診となります。 

※ 日曜・祝日は全科休診となります。 

 岩浅 武彦
いわさ たけひこ

 
医師 

休 診 休 診 町田 良亮
まちだ りょうすけ

 
医師 

休 診 休 診 

平成3１年  2月12日現在 

精 

神 

科 

内     

科 

 
 

Ｏ 
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看
護
師 

 

金
子 

良
子 

 

百
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

思
え
ば
、私
は
昭
和
56

年
に
城
西
病
院
に
入
職
し
、昭
和
62

年
に
は
豊
科
病

院
に
転
勤
し
25

年
間
勤
務
さ
せ
て
頂
き
、城
西
医
療
財
団
に
は
通
算
33

年
程

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
豊
科
病
院
に
転
勤
し
た
頃
は
36
歳
と
若
く
イ
ケ
イ
ケ

の
時
代
で
し
た
が
、現
在
は
古
希
を
迎
え
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

私
の
豊
科
病
院
25
年
間
の
勤
務
は
、尊
敬
す
る
４
名
の
歴
代
院
長
（関
俊
子
先

生
・高
山
紀
夫
先
生
・関
東
和
先
生
・五
味
渕
満
徳
先
生
）と
、２
名
の
事
務
局
長
と

共
に
歩
む
こ
と
が
で
き
最
高
に
幸
せ
な
時
間
で
し
た
。
豊
科
病
院
歴
代
の
院
長
、

事
務
局
長
は
、患
者
さ
ん
目
線
且
つ
職
員
目
線
で
、相
手
の
立
場
に
立
ち
、苦
楽

を
共
に
歩
み
、職
員
に
は
「
責
任
は
俺
が
と
る
！
」
と
、何
事
に
も
強
く
温
か
い
心

で
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
で
し
た
。 

 

豊
科
病
院
は
、ス
タ
ッ
フ
も
熱
意
あ
る
同
世
代
が
多
く
、何
事
に
も
一
丸
と
な

り
活
気
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
職
場
で
し
た
。
私
は
看
護
局
長
の
職
責
に
あ
り

ま
し
た
が
、豊
科
病
院
の
理
念
・基
本
方
針
の
作
成
と
病
院
組
織
の
方
向
性
を
考

え
な
が
ら
、ま
た
、平
成
14
年
か
ら
は
各
委
員
会
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、指

針
の
作
成
、活
動
等
に
追
わ
れ
ま
し
た
が
、職
員
の
尽
力
に
よ
り
幾
つ
も
の
苦
難

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、看
護
局
に
於
い
て
は
組
織
図
、教

育
、育
成
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
、特
に
４
名
の
強
く
優
し
く
忍
耐
力
の

あ
る
元
病
棟
看
護
長
に
は
、長
い
年
月
看
護
局
や
私
を
支
え
て
頂
き
、看
護
局
の

礎
が
強
固
と
な
り
、次
世
代
に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
を
、こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
も
豊
科
病
院
の
益
々
の
発
展
と
、皆
様
の
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 


